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図1 南伊豆・下田地先におけるイセエビ漁

獲量と子エビ混獲尾数の経年変動 

今漁期のイセエビ漁況予測 

 

１ 伊豆地域におけるイセエビ漁業について 

 イセエビは、静岡県では伊豆半島で水

揚げが多く、重要な磯根漁業対象種とな

っています。特に南伊豆や下田が大半を

占めており、漁獲量は昭和60年代以降、

増加傾向で推移し、平成 28 年の漁獲量

は約 58 トンと高水準で安定しています

（図1）。 

当場では、今後もイセエビ資源を持続

的に利用できるよう、漁獲量や子エビの

混獲尾数、漁獲サイズ等の調査を実施し

ており、それらデータに基づきイセエビ

の漁況予測を行っています。 

 

２ 今漁期のイセエビ漁況予測 

（１）平成29年度白浜定地水温の経過と予測 

沿岸の海水温に大きく影響を及ぼす黒潮の流路は、平成29年 7月の中央ブロ

ック漁海況予報および水産総合研究センターの海況予測システム「FRA-ROMS」を

参照すると、9～10月はB型（またはA型）で推移し、11月以降はC型基調で推

移すると予測されます。B・A型は、伊豆半島に向かって北進する流路であるため、

伊豆半島の沿岸水温に大きく影響を与える可能性が高い流路です。 

また、9 月上旬における白浜定地水温は「平年並み」で推移していますが、9

月中旬～10月は、黒潮からの暖水波及により「高め」基調で推移すると考えられ、

11月以降は「平年並」～「低め」で推移し、黒潮からの暖水波及時は「高め」と

なると予測されます。 

以上から、9月中旬以降の水温は「高め」基調で推移し、暖水波及による水温

上昇の可能性もあることから、イセエビに好適な環境になると予測されました。 

 

（２）平成29年漁期のイセエビ漁獲量の予測 

ある年の子エビの混獲尾数と、その翌年の漁期のイセエビ漁獲量との関係（子

エビの混獲尾数が多いほどイセエビ漁獲量も多くなる）から導いた計算式に、平

成28年の子エビ混獲尾数を代入し、平成29年漁期（9～翌年5月）の漁獲量を

－6－ 



推定しました。その結果、南伊豆地区は昨年の漁獲量（32.4トン）および平成元

年以降の平均値（37.9 トン）をやや上回る41.5 トン（図 2・3）、下田地区は昨

年の漁獲量（25.3 トン）および平成元年以降の平均値（28.7 トン）をやや上回

る27.9トンと推定されました（図4・5）。 

 今漁期は水温が高め基調で推移し、イセエビに好適な環境となることを加味す

ると、今漁期の漁獲量は前年・平年を上回ると考えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今漁期もイセエビの漁獲量は高水準となる見通しですが、これは、混獲され

る子エビの再放流や休漁期間の設定といった、漁業関係者が資源保護に取り組

んだ成果でもあります。今後もイセエビ資源を高水準で維持できるよう、引き

続きのご協力をよろしくお願いいたします。 

（鈴木勇己） 
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図4 下田地先におけるイセエビ漁獲量 

と子エビ混獲尾数の推移 

図5 下田地先の子エビ混獲尾数 

と翌年の漁獲量の関係 

 

南伊豆のイセエビ漁獲量と子エビ尾数の推移
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南伊豆のイセエビ漁獲量と子エビ尾数の関係

y = 9098.8Ln(x) - 59215

R2 = 0.6574
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前年漁期の子エビ尾数と当年漁期のイセエビ漁獲量との関係 図3 南伊豆地先の子エビ混獲尾数 

と翌年の漁獲量の関係 

図2 南伊豆地先におけるイセエビ漁獲量

と子エビ混獲尾数の推移 

 R2=0.66
 ★ y=9.1Ln(x)-59.2 

 ★ y=6.61Ln(x)-39.5 
R2=0.68


